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'Based on…,we…'の構造に関する一考察＊
中 間 敬 キ
商業通信文の中で次のように書いたことがある。
a-1. Based on the above leaflets, will you please let us know what 
types you are interested in, what will be the quantities to be 
purchased per order, etc., so that we can send you our official 
price list. 
また，次のような文を書いたこともある。
a-2. Based on these facts, I recommend this young man to you 
without reservation,... 
また，ある外国（英語を母国語としない国）のメーカーから受け取った引
＊本稿は， 日本時事英語学会第14回年次大会 (1972年10月1日）のシンボジウム
「BusinessEnglish -:-=実業界と英語」の部門において，「英語商業通信文に見
られる loseな語法について」の題で口頭発表した内容の一部に基づいてい
る。実業界での経験を踏まえて発表されたその段階では， Based on.., we.. 
の構造は loseなので他の表現に書き換えるべきであろう， としていたが，．
その後，再考し，本稿の内容のように大幅に修正・加筆を行なった。
'Based on.., we…'の構造に関する一考察・（中間） （3,07)129 
合依頼の書式(EnquiryForm)には，次のような文言が印刷されていた。
a-3. Based on our General Conditions of Purchase as specified on 
the back of this form, we shall be glad to receive your quota-
tion for delivery… 
上記の 3例は実務上で経験したものであり，また英語を母国語としないも
(1) 
のによって書かれた文であるが，下記に挙げる 2例は英語を母国語とする普
通の人が普通に書いた文であると考えられよう。一つの例(a-4.）は，英字新
聞の Reader'sForumの欄に “RecklessTrucks"という標題で投稿され
た AMERICANENGINEERからのものである。もう一つの例(a-5.）は，
同じ英字新聞の Dr.Lambの医療相談欄に読者の一人が書き送った相談の
手紙からのものである。
a-4. Based on experience, J cannot fully support the foregoing o-
pinion with respect to drivers of private automobiles—I· have 
seen many worse. 
-The Mainichi Daily News, November 27, 1971 
a-5. Based on this I would take issue with your statement that if 
the lady had already had several examinations, it was unlikely 
she had a disease but rather a depression. 
-Ibid., August 14, 1976 
上記 a-1.~a-5．の文におけるBasedon…，は，文頭が過去分詞で始まっ
ている他の文の場合と同じであるとすれば， それぞれの文の主語（たとえ
ば， a-1.では you)にかかっていると考えるのが普通であろう。しかし，意
(1) とはいっても，・用例 a-3.は，英語を母国語としない人によって書かれたと断
定することはできない。なぜならば， この EnquiryFormを送ってきた会社
は世界的な巨大企業であり，英語を母国語とする人も多数働いており，その人
によって書かれた，あるいは，その人の校閲を受けた英文であるということは
ありうるからである。 a-1.ならびに a-2.の Basedon…， の用法は，筆者
が実務で経験した諸外国からの通信文の英語に負うていると考えられる。
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味の上からは， Based.on…，は，それぞれの文の主語にはかかっていないよ
うに感じられる。
そうだとすると，本稿で考察しようとする Basedon…,we…という構造
の文は，文法的には正しくない文，端的に言えば，悪文ということになるの
であろうか。
では，ここで文頭が，上記の a-1.~a-5.の用例と同じく， 過去分詞で始
まっており，その主語も人である下記の文をみてみよう。
b-1. Embarrassed, Kay nervously opened a pack of cigarettes and 
lighted one. 
-Truman Capote, A Tree of Night, p. 131 
この文の Embarrassedという過去分詞は，形容詞として主語の Kayに
かかっているであるから， 文頭にある Embarrassedを文中， すなわち，
(2) 
Kayの後に移動して次のように書き換えることも可能であろう。
b-1-a. Kay, embarrassed, nervously opened a pack of cigarettes 
and lighted one. 
上記用例 b．の考察に見られるように，文頭の過去分詞は文のその次に出て
くる主語にかかっていると考えるのが通常であるから，その考え方にならう
と， a-1.~a-5．の用例における文頭の過去分詞 Basedもそれぞれの文の主
語である a-1.は、you,a-2.は I,a-3.は we,a-4. と a-5. はIに形容詞
(2) 書き換えることが文法的に可能であっても， b-1.のように主語にかかる過去
分詞を文頭に出すのが普通であり，その方が頻度が多いと考えられる。 b-1. 
ならびに b-1-a. とも， Embarrassedしたのは Kayであるという関係，
すなわち Kay was embarrassed ということは同じであるが， それぞれ
Embarrassedの Kayにかかる度合が文中と文頭では nuanceの点で異なる
ものと考えられる。
また， b-1．の類例として次の文を挙げよう。
Born Lucille Le Sueur, Crawford began her career playing fun-loving 
flappers. -Newsweek, May 23, 1977, p. 43. 
Brought up in slums in and near Philadelphia, Waters launched her 
career on the black vaudeville circuit-and... -Ibid. September 12, 1977, 
p.26. 
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としてかかっているということになろう。そうすると，上記の書き換え文
b-1-a.と同じように， a-1. は．．． you,based on the above leaflets,… 
a-2.は I,based on these facts,... a-3. は we,• based on our General 
Conditions of Purchase as specified on the back of this form,... 
a-4.はI,based on experience,…a-5.はI,based on this,…と書き換え
るか，またはそのようにパラフレーズして考えることも可能であると考えら
れるのであるが，実際にはそのようには書かないし，また書けないし，その
ようにパラフレーズして考えることもできないようである。
しかし， Based on…に続く文の主語が a.,-1.~a-5.のように人でなく，
下記の用例にあるように物であれば書き換えたり，またそのようにパラフレ
ーズして考えることは可能となる。
c-1. Based on the techniques of modern scientific linguistics, this 
original analysis of Japanese is slso a text f_or beginning stu-
dents in secondary schools... (Eleanor Harz Jordan, Beginning 
Japaneseの裏表紙の紹介文から）
c-2. Based on a world-wide survey of continuing medical research, 
the studies contain additional bad news for heavy smokers: 
-Reader's Digest, August 1971, p.17 
上記 c-1.,c-2.の場合は， 先に考察した b-1. の用例とそれを書き換え
た b-1-a. の文と同じように， Basedon…はそれぞれの文の主語（但し，
人でなく物）にかかっているのであるから， c-1.を This・ ori is ginal analy-
sis of Japanese, based on the techniques of modern scientific lin-
guistics, is also a text for…c-2. を Thestudies, based on a world-
wide survey of continuing medical research, contain additional bad 
news…と書き換えることが可能であり，それぞれ， Thisoriginal analysis 
of Japanese is based on the techniques of…と Thestudies are based 
on a world-wide survey of．．．とにパラフレーズして考えることができる。
しかし， a-1.~a-5.の用例ではそのようにパラフレーズして考えることは
不可能である。これはなぜなのか。
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b-1-a.の Kay,embarrassed,…は Kaywas embarrassedとパラフレ
ーズして考えることができるが，同じく，文頭が過去分詞で始まり主語が人
である a-1. の用例を youare based on the above leafletsとパラフレ
ーズして考えることはできない。 youという人が theabove leafletsに
based on、しているというのが意味の上から考えておかしいからであろう。
故に，… you,based on the ab、oveleaflets,…とは書けないし，またそ
のようにパラフレーズして考えることもできないと言えよう。
このように考えてくると，過去分詞 Basedを文頭に置き，その主語が人
である a-1.~a-5. の文も正しくないということになろうか。
しかし，英語を母国語としないものによって書かれた a-1.~a-3.の用例
だけであれば文法的に正しくない文， あるいは looseな文であるから他の
表現に書き換えるべきであるとすることもありえようが，英語を母国語とす
る人によって書かれた a-4.,a-5. の場合はどのように考えるべきか。同じ
ように文法的に正しくない文であるとすべきであろうか。
では，ここで， a-1.~a-3.の文も， またそれに続く a-4.と a-5.も文法
的に正しくない文である，とすれば，どのように書き換えれば文法的に正し
い文になるのかについて考えてみよう。
これらの文が文法的に正しくないと考えられるその理由は， このままで
は，文頭の Basedon…の Basedという過去分詞のかかる語が文中にない
(3) 
ので danglingparticipleになるということであるから， その部分を他の
表硯に置き換えて danglingでないようにしなければならないということに
なる。
まず最初に考えられるのは base と同系語の名詞である basisから成る
On the basis ofを使うことであろう。そうすると， a-2.は Onthe basis 
of these facts, I recommend this young man...となり， 文法的に正し
(3) あるいは， loseparticipleとも呼ばれる。大塚高信絹「新英文法辞典」（三
省堂 1970年） p.315. Porter G. Perrin, Writer's Guide and Index to 
English, revised by Wilma R. Ebbitt. (Glenview, Il. : Scot, Foresman, 
1972) p. 536-537.以下，略して danglingと呼ぶ。
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い文であるということになる。また， Inview of these factsとか Incon-
sideration of these factsに書き換えることも可能であろう。前のパラグ
ラフとの関連をもっと簡単にするのなら， Thereforeのー語でも足りよう。
すなわち， Therefore, I recommend this young man...とすることにな
る。また， Consideringthese facts, I recommend this young man．．と
することもできよう。この文の Consideringは a-1.~a-5.にある Based
と同じく分詞である。ただ両者の造いは，前者は硯在分詞であり，後者は過
去分詞であるということである。前者の Consideringは， 後者の Based
とは異なって，意味の上から主語の Iにかかり， thesefactsをconsiderす
(4) 
るのは 1であると考えることができるので danglingにはならない。
(5) 
また， Folletが述べているように Basedonを fromに書き換えること
もできよう。 Folletは Basedon…, we…と Basedon.., it is now 
considered prob;:i.ble that...の2例を挙げ， Whatis based? To make 
this good English, remove based on and・ put in from. と述べている。
この記述から Folletがこの構造の文を goodEnglish と考えていないこ
と，これを goodEnglishにするためには basedonをfromに換えねば
ならない，としていることが理解できよう。
以上 a-1.~a-5.の Basedon..のかかる語が文中にないので dangling
であるとして，その部分をどのように書き換えたら danglingでなくなるか
の考察を行なったが， a-1.~a-5.のそのままの文でも文法的に正しくないと
は言い切れないのではないかと考えられる。
なぜならば， a-1.~a-5．に見られるような構造の文は，下記の用例が示す
ように硯代英語にかなり多く見出されるからである。
a-6. Based on qualifications, country representation, space and lo-
(4) ただし， He looks young considering his age. とする場合の consider切g
は，主語の Heにかかつているのではなく．現在分詞からできた前置詞とし．て
確立した用法である。
(5) Wilson Folet, Modern American Usage. (Warner Paperback, 1974) p. 
115-116. 
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gistical capabilities, the Center will admit additional participants 
who can provide the ful cost of their participation. 
-J! ACTS ABOUT THE EAST-WEST CENTER 
という標題の leaflet
a-7. But based on past performance, they will not have that chance. 
-Newsweek, November 26, 1973, p.10 
か 8.Based on private talks that I have had in the past several 
weeks with. leading German officials, I am beginning to sense 
that Wilson may have overplayed his hand. 
-Ibid.,February 17, 1975, p. 12 
a-9. The commission must produce a report in March and, based on 
its findings, Jimmy Carter wHI have to decide whether or not 
to slap import quotas on Japanese color TV's. 
-Ibid.,January 31, 1977, p. 36 
a-10. Based叩 thistelevision interview, do you have a more favor-
able or less favorable attitude toward Richard Nixon? 
-Ibid., May 16, 1977, p. 24 
a-11. Based面 thistelevision interview, do you think Richard Nixon 
was guilty or not guilty of obstruction of justice or other 
impeachable crimes ? 
-Ibid., May 16, 19、7;p. 24 
本稿の冒頭に挙げた a-1.~a-5.の用例並ぴにそれに続く上記の a-6.~a-
1.の用例を通して， Based on…,we...の構造の文が，現代英語でかなり
広く普通に使われていることが理解できよう。
さらに， 上記の考察から， a-1. ~a-11,の用例に見られるような Based
01f…,we…の Base1on…，の部分を b-1-a.と同じように，文の主語の次
に移動して We,based on…,…と書き換えたり，そのようにパラフレーズ
して考えることはできないが， Basedon…，を文頭に置いたままの Bdsed
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on…,we...の構造の文は可能らしいということ，そのような文型が実際に
使われていることがわかる。
では，なぜそのような構造の文が可能なのか，また，それは文法的にも正
しい文なのか，以下，さらに考察を試みることにしたい。
前述の b-1．の文から b-1-a.の文に転換したと同じような転換が，この
場合には不可能である， すなわち， Based on…,we...を We,based 
on…,…に転換する，あるいはWeare based on．．．とパラフレーズして考
えることはできないということは，過去分詞の Basedが主語の weにかか
っているのではないということになろう。なぜなら， もし過去分詞 Based
が主語の weにかかっているのであれば， b.並ぴに c.の各用例の考察で見
たと同じように， We, basedon…,．．．とすること， すなわち Wearebased 
on．．．いう関係が可能なはずであるから。
文頭の Basedon…， が意味の上から主語の weにかかっていないとす
れば，では，この部分は文のどの語にかかっているのであろうか。
a-2.のBasedon these facts, I recommend this young man to you... 
という文を例にとって考えると，この Based畑 thesefactsは文の主語であ
(6) 
るIにもかかっていないし，また，この文の目的語である thisyoung man 
にもかかっていないということがこれまでの考察から明らかになった。
この文を意味の上からよく考えてみると， Iが thisyoung manを rec-
ommendするということが thesefactsに based叩しているということ
であると言えよう。換言すると, my recommendation of this young man 
(6) ・we are pleased to place the following order based砿 thesamples and 
prices you sent us on 10th January:の文では， basedon.．は-placeの目
的語である thefollowing orderにかかっていることになる。これを， a-1.
~a-11.の用例にならって書き換えると Based砿 thesamples and prices 
you sent us on 10th January, we are. pleased to place the following 
order:ということになるが， これは悪文であると考えられる。なぜならば，
後に，考察するように，書き換え文では， Basedon..， は文全体にかかり，
weがorderをplaceするという行為がsamplesand pricesにbased叩する
ことになるのでおかしいということになるから。意味の上から， the samples 
and pricesに based叩しているのは orderであるという密接な関係がある
ので， ruleof proximityに従って， basedon..，は密接な関係がある order
の後に置かねばならない。
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あるいは myrecommending this young manがthesefactsに basedon 
しているということであろう。
そうだとすると， Basedon...，の部分は，意味の上から，文全体にかかっ
ていると考えられることになる。すなわち， Basedon these facts, I rec-
ommend this young man to you without reservationの矢印に見られ
↑ 
るように， Basedon these fa_ctsの下線部分は Irecommend this young 
man to you without reservationという下線部分の文全休にかかって，そ
れを修飾していることになるから， Irecommend this young man to you 
without reservationという文全体が， is based on these factsであり，
換言すると ThatI recommend this young man to you without res-
(7) 
ervation is based on these factsであると考えることができよう。
(8) 
Curmeは owingtoの用法に関して， Thiswas owing (adjective) to 
bad luck.と Owingto (preposition) drought the crops are suffering. 
の用例を挙げて，前者の文で現在分詞の形容詞としての owingが，修飾す
る名詞から離れて，後者の文のように，動詞あるいは文全体にかかると述べ
ている。この記述についてさらに考えてみよう。 ． 
現在分詞の形容詞である owingは， 本来は， This was owing to bad 
luck. の文に見られるように， be動詞の補語として be動詞（本用例では
was)を通して名詞（本用例では代名詞の This)を修飾するのであるが，後
者の文では 0wingto drought the crops are suffering．の矢印が示す
(7) これをさらに， It is based on these facts that I recommend this young 
man to you without reservation. と考えることもできようが，もちろん，
このように書くのは悪文であろう。 Cf.True, some people are so hungry, 
so thirsty, for appreciation that they wil swallow anything, just as a 
starving man wil eat grass and fish worms. -Dale Carnegie, How to 
Win Friends and Influence People, p. 37.→ It is true that some people 
are so hungry,… 
(8) George 0. Curme, Syntax. (Boston, Mass. : D. C. Heath, 1931) p. 560. 
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ように，本来， This(=the crops are suffering) is owing to drought 
と使われていたものが， owingto droughtだけ文頭にでて thecrops are 
sufferingという文全体にかかり，それを修飾するようになっているという
ことであろう。
すなわち，これをパラフレーズすると， Thecrops are suffering, which 
is owing to drought.あるいは Thecrops are suffering; it is owing to 
drought.ということになり， その場合の owingto droughtが文頭にでて
文全休を修飾するに至っているのが Owingto drought the crops are 
suffering.の文であると考えられるのである。
本稿で考察している a-1.~a-11. の用例に見られる Basedon…,we… 
の構造は，一見， 文法的に正しくないように感じられる一事実， Folletは
この構造を goodEnglish としていなかったーが， 決してそのようなこと
(9) 
はなく， Curmeの“aparticiple or an adjective becomes detached from 
nouns and is often for convenience attached to a verb or a statement 
as a whole." という記述にあるのと同じ原理，すなわち，既に考察した現
在分詞の形容詞 owingの場合と同じ原理が働いていると考えられる。その
意味で，この構造は英語の本質にかなったものであると言えよう。
上記の Curmeの記述に従って，用例 a-2.の場合を再び考えてみよう。
a-2.の文は Irecommend this young man to you without reservation ; 
it is based on these facts.とパラフレーズして考えることができよう。そ
の場合，過去分詞の -basedはisbasedで受動態を作り， be動詞 isを通し
て，文全体を受けている itにかかっている。過去分詞 basedは， itis ow-
ing to…における現在分詞 owingの場合と同じように， 本来は， it is 
based on…と名詞（ここでは代名詞の it)にかかるのであるが， その
basedが修飾する代名詞 itから離れて Basedon these facts, I rec-
ommend…の文にあるように文頭に出て文全体にかかり，それを修飾してい
ると考えることができよう。
(9) George 0. Curme, op. cit.,p.560. 
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先に， Curmeは Owingto (preposition) drought the crops are suf-
fering.の用例で owingtoを前置詞としていたが，本文，あるいは，語順
を換えた Thecrops ・are suffering owing to drought. （この場合 The
crops are suffering, which is owing to drought.と考えることができよ
う）の文に見られるように，本来， be動詞の補語として使われる現在分詞
の形容詞 owingが Owingto…と be動詞から離れてさかんに用いられる
ようになると， owingは形容詞であるという意識が薄くなり， owingtoで
‘一つのまとまった前置詞，あるいは複合前置詞と感じられるようになるもの
と考えられよう。
本稿で考察している文頭の Basedon.. の場合も，前置詞と考えられる
ようになった Owingto…と同じような過程を経ていると考えることもで
きよう。すなわち， Basedon…が a-4.~a-11.の用例に見られるよう
に，文頭で独立してさかんに使われるようになると， Basedonで Owing
toと同じく onet1nitと感じられ， On the basis ofにほとんど近い表硯
になっているとも言えるのではなかろうか。
Based on …，が a~7. ~a-11. の用例が示すように journalese（新聞英
語）の文に数多く見られるのは， 「～に基づいて」の意をわずか 2語で言い
表わすことができ，しかも， 4語からなる Onthe basis ofの持つ堅い感
じがなく，それが journaleseのきびきぴした文休に合っているからである
と考えられよう。
いずれにしろ， Basedon..., we…の構造は既に考察したように英語の
本質にかなった表硯形式として発達したもの，あるいは発達しているものな
ので，用例 a-7.~a-11.のような journaleseの文章だけでなく他の分野の
文章にも，より堅い感じのする onthe basis ofの表硯と並行して，今後，
数多く見られるようになるものと思考されるのであるが，一般には，まだま
だ danglingparticipleであるとの感じを与えるであろう。
最後に下記の用例を挙げて本稿の締めくくりとしたい。
a-12. NEW YORK (UPI) —…Based on calculations made by the 
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firm a week ago, the German marketing manager now makes 
about $32,000 annually,... 
-The Mainichi Daily News, June 9, 1973 
上記の用例も，本稿で考察した a4.~a-11．の用例の場合と同じく，文頭
の Basedon．．は theGerman marketing manager．．．以下の文全体にか
かっていることになるのであるが， この場合，文全体の意味から考えて
Based on...を使わねばならない理由が存在するのであろうか。そのような
理由はないと言わねばならない。簡単に Accordingto calculations…とす
ればいいところに，また，意味の上から考えて，その方がびったりするのに
(10) 
Ba$ed on...を使っているのは journaleseの行き過ぎの一例であると言え
よう。
(10) journaleseの looseな書き方の一例として英字新聞によく見る Following
is the gist of his speech :のような文の Followingis (are)．．．を挙げること
ができよう。この場合に定冠詞の Theを省略するのは looseな書き方である
と言えよう。なぜならば，この文を Thegist of. his speech is following:と
はできないからである。 (Cf.Enclosed is our receipt for it.→ Our receipt 
for it is enclosed.）またこの文は， The gist of.his speech is as follows: 
とか Thegist of his speech follows :とも書けよう。 Cf.Following is an 
exchange of'notes between W<1,lter Bedell Smith, the American 
Ambassador, and Mr Molotov, the Soviet Foreign Minister, during 
the beginning of the Cold War in 1947.-John Gunthe:r, Inside Russia 
Today, ・ p. 548. The following ・ ~s the text fot a fashion iliustration 
I once saw in -Soviet Woman. -Ibid, p. 380. 
